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 ＡＣＬ業務のこれまでの経緯 

１ 

２０１０年 ２０１７年 

船積確認事項登録 
（コンテナ船用）提供開始 

船積確認事項登録 
（在来船用）（ＳＷＢ用） 
     提供開始 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０２ 

船積確認事項登録 
（在来船用）提供開始 
 

船積確認事項登録 
（コンテナ船用） 
（ＳＷＢ用） 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ情報登録 
（コンテナ船用） 

ＡＣＬ０２ 

ＡＣＬ情報登録 
（在来船・自動車船用） 

１９９９年 ２０１２年 

Ｓｅａ ＮＡＣＣＳ 
更改（第３次） 

ＮＡＣＣＳ更改 
（第６次） 

ＳｅａＮＡＣＣＳ 
更改 （第２次） 

ＡＣＬ０３／０４で新たに追加した機能 

①Ｓｅａ Ｗａｙｂｉｌｌドラフト 
 および運賃請求情報の通知機能 
②Ｐａｙ－ｅａｓｙによる運賃の 
 電子決済機能 
③Ｓｅａ Ｗａｙｂｉｌｌ情報を 
 ＮＡＣＣＳから提供する機能 

廃止 

ＡＣＬ０３ 

ＡＣＬ０４ 

利用が進んで 
いない 



１.  ＡＣＬサブWGにおける検討結果（１） 

項番 項   目 内     容 

１ 主な検討課題 ・現行ＡＣＬ業務におけるＮＶＯＣＣ扱いの業務処理（フロー）が実態と乖離していないか、サブＷＧにおいて 
確認を行い、概ね「資料１」のとおりであることが確認された。 
 
・ＳＩＲ等サブワーキングにおいて、ＳＩＲ（船積指図書（Ｓ／Ｉ）情報登録業務）をＡＣＬ業務の上流情報と 
して位置付け、ＳＩＲの項目をＡＣＬに合わせる方向で検討を行うことを決定。（詳細はＳＩＲ等サブＷＧの 
結果報告参照。なお、ＳＩＲをＡＣＬの先行業務として必須化するものではない。） 
 
・2０１2年３月に、ＳｅａＷａｙｂｉｌｌ作成用として新たにＡＣＬ０３、ＡＣＬ０４業務がリリース 
しているが、ＡＣＬ０１、ＡＣＬ０２との関係が整理されていないとの指摘を踏まえ、下記２．のとおり整理を
行った。 
 
・ＡＣＬ０３、ＡＣＬ０４のリリースに併せて運賃決済を目的とした決済業務の提供を開始しているが、即時性が 
ない等の理由から利用が進んでいないため、第６次における対応を下記３．のとおり検討した。 
 
・ＡＣＬ業務に関するプログラム変更要望について検討を行った。（検討結果は「資料２」参照） 

２ ＡＣＬ業務の統廃合及び 
名称変更 

・現行ＡＣＬ０１及びＡＣＬ０２は廃止し、現行ＡＣＬ０３を新ＡＣＬ０１、現行ＡＣＬ０４を新ＡＣＬ０２と 
する見直しを実施する。 
   
・現行ＡＣＬ「船積確認事項登録」の業務名を「ＡＣＬ情報登録」に変更する。 
  （注：ＡＣＬ＝Acknowledgement  of Cargo Loading） 
 
・ＡＣＬ０２業務の業務名に「自動車船用」を追加する。 

 ＡＣＬサブワーキングについては、２０１４年８月から４回にわたって開催し、以下のとおり取り纏めを実施した。 

業務コード 現行業務名 第６次業務名 

ＡＣＬ０１ 船積確認事項登録（コンテナ船用） ＡＣＬ情報登録（コンテナ船用） 

ＡＣＬ０２ 船積確認事項登録（在来船用） ＡＣＬ情報登録（在来船・自動車船用） 

ＡＣＬ１１ 船積確認事項登録呼出し ＡＣＬ情報呼出し 

ＡＣＬ１２ 船積確認事項登録（ハウス単位）呼出し ＡＣＬ情報登録（ハウス単位）呼出し 

ＩＡＬ 船積情報照会 ＡＣＬ情報照会 

ＩＡＣ 船積情報登録状況照会 ＡＣＬ情報登録状況照会 
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１.  ＡＣＬサブWGにおける検討結果（２） 

３ 

項番 項   目 内     容 

３ 決済関連業務の廃止 ・現行決済業務については、即時性が無いことが大きな課題となっており、この課題が解決されない限り利用が進ま 
ない可能性がある。基本仕様提案以降、即時性を持つ決済機能について検討を進めてきたが、現時点では現行以上の 
決済機能を提供可能とすることは難しい状況にある。従って、現行決済機能のままで提供しても将来的に利用拡大が 
進むとは考えられないことから、第６次ＮＡＣＣＳにおいては、決済業務の提供は廃止することとする。 
なお、決済機能の廃止により、以下の業務が廃止対象となる。 
 
 
 
 
 

4 プログラム変更要望 ＡＣＬ業務に対するプログラム変更要望の対応可否については、資料２のとおりとする。 
主なプログラム変更は以下のとおり。（「資料３」参照） 
  
 ① 重量等不一致チェックについて 
   ・共通部のグロス重量／容積と、繰返部（ＣＬＰ）の各コンテナの重量／容積の合計を比較し不一致の場合は 
    ワーニング対応とする。 
 ② 通知先欄の拡大 
   ・通知先を最大４欄から５欄へ拡大 
 ③ 入力者情報項目の追加 
   ・ＡＣＬを入力した会社名を追加 
 ④ 記号番号欄のレイアウト変更 
   ・現行３５桁×４行（繰返９０）の記号番号欄について、欄の拡大を図る。 

5 電子ファイル添付登録 
可能化 

基本仕様において提案を行ったアタッチシートの電子ファイル添付化については、自社システムでの取り込みが 
困難等の意見が大勢を占めたこと、また、自社システム対応を考慮しテキスト形式のみに限定することも考えられるが、 
全体におけるカバー率を考えると費用対効果の問題があることからWGでは本提案は実施しないこととした。 
（「資料４」参照） 

業務コード 業務名 業務コード 業務名 業務コード 業務名 

ＷＢＩ ＳＷＢ確定通知 ＰＡＳ 支払選択登録 ＩＷＢ ＳＷＢ情報照会 

ＷＢＩ１１ ＳＷＢ確定通知呼出し ＰＡＳ１１ 支払選択登録呼出し ＩＩＳ ＳＷＢ請求情報一覧照会 

ＷＢＳ ＳＷＢ情報通知 



資料１.  ＮＶＯＣＣ扱い貨物に係るＡＣＬ業務フロー（全体概要） 
 

 
  

海
貨
業
等 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

船
会
社 

ハウスＢ／Ｌ 
作成情報を登録 

ハウスＢ／Ｌ 
作成情報を受信 

マスタ単位にＢ／Ｌ
作成情報を登録 

マスタＢ／Ｌ 
作成情報を受信 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ハウス単位 
船積確認 
事項情報Ａ 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ情報 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

③（Ｃｏ－Lｏａｄ貨物） 

ＡＣＬ１２ 

ＡＣＬ１２ 

ハウス単位 
船積確認 
事項情報Ｂ Ｎ

Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

船積確認 
事項情報Ｂ 

船積確認 
事項情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ ＡＣＬ０１ ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 
ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

①（ＦＣＬ貨物等） 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

船積確認 
事項情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ１２ 

②（混載貨物） 

ハウスＢ／Ｌ 
作成情報をマスタ 
単位にまとめる 

ＡＣＬ１２ 

（参考）船会社扱い貨物 ＮＶＯＣＣ扱い貨物 

船積確認 
事項情報Ｂ 

船積確認 
事項情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 
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資料１-2.  ＮＶＯＣＣ扱いＡＣＬ業務フロー（ＦＣＬ・混載貨物） 
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海
貨
業
等 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

船
会
社 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ１２ 

現行フロー 業務実態 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

マスタＢ／Ｌ 
発行 

マスタＢ／Ｌ 
受領 

Ｓ／Ｉ等 

Ｓ／Ｉ等 
受領 

ハウスＢ／Ｌ 
発行 

ハウスＢ／Ｌ 
受領 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ 

現行フロー 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ１２ 

業務実態 

Ｓ／Ｉ等 

Ｓ／Ｉ等 
受領 

ＡＣＬ０１ ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

マスタＢ／Ｌ
発行 

マスタＢ／Ｌ 
受領 

ハウス 
Ｂ／Ｌ 
A受領 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ＡＣＬ１２ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ハウス 
Ｂ／Ｌ  
B受領 

ハウス 
Ｂ／Ｌ  
B発行 

ＮＶＯＣＣ扱い貨物（ＦＣＬ貨物） ＮＶＯＣＣ扱い貨物（混載貨物） 

ハウスＢ／Ｌ 
Ａ発行 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 



 
 
  

海
貨
業
等 

船
会
社 

現行フロー 業務実態 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

ＡＣＬ１２ 

ＡＣＬ１２ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

ＡＣＬ０１ 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

ＡＣＬ０１ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ｂ 

ＡＣＬ０１ 

ハウス 
（マスタ）単位 
ＡＣＬ情報Ｃ 

ＡＣＬ０１ 

マニュアル 
Ｄ／Ｒ情報Ｄ 

マニュアル 
Ｄ／Ｒ情報Ｅ 

マニュアル 
Ｄ／Ｒ情報Ｄ 

マニュアルＤ
／Ｒ情報Ｅ 

ＡＣＬ０１ 

ハウス単位 
ＡＣＬ情報Ａ 

マスタ単位 
ＡＣＬ情報 

マスタＢ／Ｌ 
発行 

マスタＢ／Ｌ 
受領 

ハウス 
Ｂ／Ｌ 
Ａ発行 

ハウス 
Ｂ／Ｌ 
Ａ受領 

ハウス（マスタ）
Ｂ／Ｌ 
Ｃ受領 

ハウスＢ／Ｌ 
Ｂ発行 

ハウスＢ／Ｌ 
Ｂ受領 

ハウス（マスタ） 
Ｂ／Ｌ 
Ｃ発行 

ハウスのＡＣＬ情報
がＮＡＣＣＳに登録
されていないケース
もある。 

ＡＣＬ１２ 

ＡＣＬ１２ 

ＮＶＯＣＣ扱い貨物（Co-Load貨物） 

資料１-3.  ＮＶＯＣＣ扱いＡＣＬ業務フロー（Co-Load貨物） 
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資料２．ＡＣＬ関連業務プログラム変更対応一覧（1） 

プロ変
項番 業務コード 要望元 変 更 要 望 内 容 検討状況 実施 

可否 

1  海上 
５ ＡＣＬ０１ 日海貨 バンニング情報の登録の際に入力している項目（バンニング個

数、荷姿、重量、 容積） についても同様に補完してほしい｡ 

ＡＣＬ１１では輸出管理番号から貨物情報の呼出し
を可能としているが、１つのコンテナに複数の輸出
管理番号がリンクされているケースがあることから
対応困難。 

× 

2 海上 
6 ＡＣＬ０１ 外船協 

船会社が発行するＭａｓｔｅｒ Ｂ／Ｌ Ｎｏ.を記載出来る欄を
増やしてほしい｡ＡＭＳ及び10＋２でブッキング時に船会社か
ら発行されたＭａｓｔｅｒＢ／ＬがどのＳ／Ｉに合致するのか
確認したい。 

ＭａｓｔｅｒＢ／Ｌ欄の入力欄を追加。 ○ 

３ 海上 
7 ＡＣＬ０１ 外船協 着荷通知先住所電話番号･荷受人住所電話番号の欄は105桁で

あるため､50桁増やしてほしい｡ 
荷送人、荷受人、着荷通知先の住所・電話番号欄に
ついて70桁を追加し175桁とする。 ○ 

４ 海上 
8 ＡＣＬ０１ 日海貨 荷姿コード“ＰＰ”の明細が｢ＰＡＬＬＥＴ＆ＰＡＣＫＡＧＥ｣と

表示されるため､｢ＰＡＬＬＥＴ｣と表示してほしい｡ 
荷姿コードは他業務でも参照するコードとなってお
り、本業務のみの変更はできない。 × 

５ 海上 
9 ＡＣＬ０１ 日海貨 

ＳＨＩＰＰＥＲ,ＣＯＮＳＩＧＮＥＥ,ＮＯＴＩＦＹの名前、 
住所が分かれるため､当該欄についてまとめて出力するように 
してほしい｡ 

米国ＡＭＳ等、海外向けマニュフェスト情報におい
て名称欄と住所欄を分けて求められるケースがある
ことから分割での提示とする。 

× 

６ 海上 
10 ＡＣＬ０１ 日海貨 ｢運賃協定払い｣欄等項目が無い所に表示されるものがあるため､

項目を出力してほしい｡ 要望元にて対応不要との確認済。 × 

7 海上 
11 ＡＣＬ０１ 日海貨 個数･グロス重量･容積が２ｹ所あるので１ｹ所にしてほしい｡ 要望元にて対応不要との確認済。 × 

8 海上 
12 ＡＣＬ０１ 日海貨 ケースマークについて､５行目で改頁するため､15行目まで増

やしてほしい｡ 記号番号欄を２０行に拡大。 ○ 

9  海上 
13 ＡＣＬ０１ 日海貨 共通部２のグロス重量について桁数を13桁にしてほしい｡ 海上合同ＷＧ「貨物重量項目の桁数拡大」の検討に

合わせた対応とする。 △ 
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項
番 

プロ変
項番 業務 要望元 検討事項及び意見等 検討内容（回答） 実施 

可否 

10  海上 
14 ＡＣＬ０１ 日海貨 ＢＯＯＫＩＮＧ番号を複数欄設けてほしい｡ 

ＡＣＬ業務はブッキング番号単位に処理する仕組
みを提供していることから、複数のブッキング番
号欄を設けることは困難。 

× 

11 海上 
1５ ＡＣＬ０１ 日海貨 シール番号欄を４欄にしてほしい｡ シール番号欄を１欄追加し４欄に変更。 ○ 

12 海上 
16 ＡＣＬ０１ 日海貨 ＭＡＲＫの幅を増やしてほしい｡ 

桁数についてはＥＤＩＦＡＣＴ電文上の制限もあ
ることから、35桁とし、行数を増やすことで記号
番号欄の拡大に対応する。 

× 

13 海上 
17 ＡＣＬ０１ 日海貨 内個数を10個くらいに増やしてほしい｡ 内個数の入力欄を追加し１０欄とする。 ○ 

14 海上 
18 ＡＣＬ０１ 日海貨 ＳＨＩＰＰＥＲ ＣＯＮＳＩＧＮＥＥ, ＮＯＴＩＦＹ ＰＡＲＴＹ欄 

についてスペースを増やしてほしい｡ 
荷送人、荷受人、着荷通知先の住所・電話番号欄
について70桁を追加し175桁とする。 ○ 

15 海上 
19 ＡＣＬ０１ 日海貨 

項目内で改行を行う際､スペースキーを利用しているが､入力時間
を短縮するためＥＮＴＥＲキーでの改行ができるようにしてほし
い｡ 

ＮＡＣＣＳシステム全体のＥＤＩ電文仕様で改行
（ＥＮＴＥＲキー）が項目間の区切り文字となっ
ているため、項目内に改行を含むことができない。
ＮＡＣＣＳパッケージ全体の仕様に係る事項であ
り、ＡＣＬ業務のみの対応は困難。 

× 

16 海上 
20 ＡＣＬ０１ 日海貨 複数のＡＣＬデータは代表1件目のみに総件数を通知するようにし

てほしい｡ 要望元にて対応不要との確認済。 × 

17 海上 
21 ＡＣＬ０１ 個別 

船積確認事項登録（コンテナ船用）（ＡＣＬ０１）業務の重量欄
について重量単位を「ＫＧ」入力する欄の入力桁数（整数部6桁）
を増やしてほしい。 

海上合同ＷＧ「貨物重量項目の桁数拡大」の検討
に合わせた対応とする。 △ 

18  海上 
22 ＡＣＬ０１ 個別 

  バンニング情報登録前に仮登録したＡＣＬ情報について、バンニ
ング情報登録後に呼出しを行うと、「個数」、「荷姿」、「グロ
ス重量」等のコンテナ情報が補完されないので、これらの情報を
補完するようにしてほしい。 

補完は入力がなかったときにのみ行う仕様として
いる。情報が入力されていた場合に当初の情報を
上書きしてよいのか、システムで判断できないた
め対応しない。 

× 

資料２．ＡＣＬ関連業務プログラム変更対応一覧（2） 
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項
番 

プロ変
項番 業務 要望元 検討事項及び意見等 検討内容（回答） 実施 

可否 

19 海上 
23 ＡＣＬ０１ 個別 

船積確認事項登録（ＡＣＬ）業務におけるカスタマイズ帳票は、共
通項目の部分とコンテナ情報等の部分では、テンプレートを１ペー
ジに集約することもできない。また、コンテナ情報のページにブッ
キング番号等のキー項目を表示することができないため、カスタマ
イズ帳票のテンプレートを１つにまとめてほしい。 

カスタマイズ機能の制約上対応は困難。 × 

20 海上 
24 

ＡＣＬ０３ 
／０４ 個別 

船積確認事項登録（ＡＣＬ０３、ＡＣＬ０４）業務について、荷送
人、荷受人、着荷通知先、記号番号及びシール番号欄の入力項目の
文字数、桁数を増やし、入力欄についても追加してほしい。 
また、ＡＣＬ０３、０４では、輸出申告番号からの情報呼び出しや
ＣＹ・ＣＦＳ欄の通知等、ＡＣＬ０１、０２にある機能が無くなっ
ているため、機能を追加してほしい。 

荷送人、荷受人、着荷通知先の住所・電話番
号欄について70桁を追加し175桁とする。 
ＣＹ・ＣＦＳ欄の通知機能を設ける。 

○ 

21 海上 
44 ＩＡＬ 個別 船積情報照会（ＩＡＬ）業務の照会結果に、ＡＣＬ０１、０２業務

の送信履歴を出力してほしい。 送信履歴を５件出力する。 ○ 

22 海上 
45 ＩＡＬ 個別 

船積情報照会（ＩＡＬ）業務による照会結果に、通知先コード１、2
が表示されないので、出力してほしい。また、ＡＣＬ仮登録でも照
会が可能となるようにし、仮登録状態か本登録状態か、取り消し状
態かを区別できるようにしてほしい。 

出力情報に通知先と登録の区分を追加。 ○ 

23 海上 
81 ＡＣＬ０１ ＪＩＦＦＡ 

荷送人等の名称、住所電話番号欄の改行が35桁であり、 
ＪＩＦＦＡ標準では48桁（10pt）改行ため、名称欄のずれが生じて 
しまう。改行桁数について検討を行ってほしい。 

ＥＤＩＦＡＣＴ電文上の制約から、35桁での
改行が望ましいため対応しない。 × 

24 海上 
82 ＡＣＬ０１ ＪＩＦＦＡ 

 ＦＡＸ番号（任意項目 ３欄）の運用をやめてほしい。 
（要望理由）海貨業者が船会社に直接ＡＣＬ情報を海貨ＦＡＸ番号を
入れて送信した場合、運賃情報が本来受け取るべきＮＶＯＣＣ以外
の社に漏れてしまうため。 

運用上ＦＡＸ番号の利用が欠かせないとの 
意見があり、項目の削除は困難。 × 

資料２．ＡＣＬ関連業務プログラム変更対応一覧（3） 
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項
番 

プロ変
項番 業務 要望元 検討事項及び意見等 検討内容（回答） 実施 

可否 

25  海上 
83 ＡＣＬ０１ ＪＩＦＦＡ 

ＡＣＬ情報を受け取る側の保税蔵置場で、通知先コードを誤って本来
の搬入先でない蔵置場に送信される場合があるため、チェック機能を
設けるか誤送信先が誤送信であることを知らせるような仕組みを作っ
てほしい。 
（要望理由）誤って送信されると、実際の貨物と情報が一致していな
い状況が放置される状態となるため。 

誤送信を通知する仕組みを新たに設けること
は困難であるため対応はしない。 
次期では送信後に通知先情報を確認できるよ
う、帳票に通知先情報を出力する。 

× 

26 海上 
84 ＡＣＬ０１ ＪＩＦＦＡ 

ＪＥＴＲＡＳのライセンス取得有無がわかるような欄を設けてほしい。 
（要望理由）香港で船卸の際にライセンスの確認が必要であるが、輸
出許可書には記載があるがＮＶＯＣＣには分からないため危険品同様
に欄を設けてほしい。 

要望元にて対応不要との確認済。 × 

27 海上 
85 ＡＣＬ０１ 個別 

繰返部のコンテナ情報にフラットラックコンテナのオーバーワイド、
オーバーハイの欄を設けてほしい。 
（要望理由）現状欄がないため記事欄に入力している。 
フラットラックが複数本のときに桁数が不足する場合があるため。 

記事欄の行数を追加する。現状通り記事欄で
の運用とする。 × 

28 海上 
86 ＡＣＬ０１ 個別 

禁止文字「_（アンダーバー）」を使用可能としてほしい。 
（要望理由）メールアドレスの入力を希望する荷主が近年増えており、
「_」が含まれている場合アタッチにする必要がある。 

「_（アンダーバー）」を使用可能とするには
「_」を含む属性「sn」の文字（英小文字、
＄、￥等35文字）すべてを入力可能としなけ
ればならず、船会社側で対応できないとの要
望があり、対応は困難。 

× 

29 海上 
87 ＡＣＬ０１ 個別 

船舶コード（コールサイン）を入力した場合にリアルタイムで船舶 
名称が確認できないか。 
（要望理由）キー項目であるため訂正が出来ず、再送信となり手間 
であるため。 

開発規模が大きいため、対応は困難。 × 

30 海上 
88 ＡＣＬ０１ ＪＩＦＦＡ 繰返部に車台番号、エンジン番号以外に実務上シャーシごとのＬＷＨが必要なので、入力欄を設けてほしい。 

要望を踏まえヒアリングを行った結果、新車
を扱う社においてＬＷＨの情報を紙媒体でや
り取りする運用を行っており、ＡＣＬの入力
項目化に対応できないことから反対との意見
があるため、対応はしない。 

× 

資料２．ＡＣＬ関連業務プログラム変更対応一覧（4） 
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項
番 

プロ変
項番 業務 要望元 検討事項及び意見等 検討内容（回答） 実施 

可否 

31  海上 
89 ＡＣＬ１２ ＪＩＦＦＡ 

数量の合計はできるが、品名と記号番号の合計が出来ず中途半端 
で現状使用している社がいない。コンテナマニフェストのような 
情報にまとめられるようにしてほしい。 

ＡＣＬ０１の変更に合せて必要な変更を行う。 × 

32 海上 
90 ＡＣＬ１２ ＪＩＦＦＡ 

ＦＣＬの数量や品名はそのままに荷送人等情報だけ 
Ｍａｓｔｅｒ Ｂ／Ｌ情報に書き換えて送信できる機能を検討して 
ほしい。 
（要望理由）ＦＣＬの貨物をＮＶＯＣＣで扱う機会が増えており、 
ＡＣＬ１２で送信する機能があればよい。 

ＡＣＬ０１の変更に合せて必要な変更を行う。 × 

33 海上 
147 ＡＣＬ ＷＧ委員 

現行のＡＣＬ業務では「記号番号」欄が４行（140桁）しか入力 
できないため、アナログ的に記号番号のみ紙に複写して、船会社、 
ＣＹ等にＦＡＸしている。 
記号番号欄の桁数を拡大するか、添付機能を追加してほしい。 

記号番号欄を２０行に拡大。 ○ 

34 ＡＣＬ０１ 日海貨 Ｗａｙｂｉｌｌ同様にＳＵＲＲＥＮＤＥＲのボタンを追加してほし
い。 

正式な船積書類として認められていない 
側面もあることから、対応はしない。 × 

35 ＡＣＬ 事務所 
個別 

記号番号欄及び品名欄に「ＳＥＥ ＡＴＴＡＣＨＥＤ ＳＨＥＥＴ」 
と手入力がされた場合、エラーまたは注意喚起メッセージ出してほ
しい。  

記号番号欄、品名欄に２欄以上入力があった場合
の出力メッセージを 
「ＳＥＥ ＡＮＯＴＨＥＲ ＡＣＬ ＤＡＴＡ」
に変更し、エラー対応はしないこととする。 

× 

36 ＡＣＬ サブＷＧ 
委員 

重量・容積等の不一致 
Ｄｏｃｋ Ｒｅｃｅｉｐｔに当たる項目とＣＬＰに当たる項目で 
数字に相違がある場合、送信時にエラーメッセージ等を表示して 
欲しい。 
海貨業者へ確認を行うとタイピングエラーが主な原因である。 
海貨業者側もＳａｖｅ出来ない等の改良があれば助かるとの意見 
である。 
このシステムチェック機能があると海貨・船会社とも助かる。 

共通部のグロス重量、容積と繰返部の各コンテナ
の重量、容積の合計について不一致判定を行う仕
組みを設ける。 

○ 

37 ＡＣＬ０１ 日海貨 送信後の印刷でも、通知先を表示してほしい。 出力帳票に通知先を追加する。 ○ 

11 

資料２．ＡＣＬ関連業務プログラム変更対応一覧（5） 
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サブＷＧにおいてはプログラム変更要望をもとに、特に要望が多かった以下の事項について 
具体案を提示し検討を行った。 

重量等不一致チェックについて 
共通部のグロス重量／容積／個数と、繰返部（ＣＬＰ）の各コンテナの重量／容積／個数 
の合計を対象とした比較と不一致判定をシステム上行い、送信時に注意喚起する変更を行う。 
① 重量／容積は単位、個数においては荷姿が異なる場合は不一致判定の対象としない 
② ワーニングでの対応とする 

①通知先欄の追加 
  
 
 
 
 
②入力者情報項目の追加 
  
 
 
 
 
③記号番号欄のレイアウト 
 現行３５桁×４行（繰返９０）の記号番号欄について、欄の拡大を図る。 
 

入出力項目関連 

新たに設ける機能 

１ ２ ３ ４ ５ 

現行 船会社 
（ＮＶＯＣＣ） ＣＹ・ＣＦＳ   通知先１  通知先２ ― 

次期 船会社 
（ＮＶＯＣＣ） 

通知先１ 
（ＣＹ・ＣＦＳ）   通知先２   通知先３  通知先４ 

追加入力項目 条件 桁数 
① 
② 担当者名 Ｃ ７０ 
③ 電話番号 C ３５ 

追加出力項目 条件 桁数 
会社名（欧文） Ｍ ７０ 
担当者名 Ｃ ７０ 
電話番号 C ３５ 

資料３．主要プログラム変更項目 



サブＷＧにおける意見集約結果 

 
・ＡＣＬの本来の目的である「Ｂ／Ｌ情報としての利用価値」という点に着目すると、アタッチシート添付可能化する 
 としてもテキスト形式に機能を限定する必要がある。 
・テキスト形式のみ添付可能としても、現在アタッチシートとして送信されている情報をカバーできる割合は低いと考える 
・船会社間のアタッチシート運用の分化 
・費用対効果の観点 

13 

ＡＣＬ業務におけるアタッチシートの電子ファイル添付化については対応しない。 

資料４．アタッチシートの電子ファイル添付化 

社名 
団体名 可否 形式（条件） 理由 
Ａ × ー 自社において取り込みの仕組みを作りこむことができない。 
Ｂ × ー 現行に満足している。 
Ｃ × ー 自社において取り込みの仕組みを作りこむことができない。 
Ｄ △ テキスト 

（Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃeｌ） 
ＷｏｒｄやＥｘｃｅｌなどのテキストファイルであれば検討の余地あり。ＰＤＦについては反対。 
システムの変更が必要になるため。 

Ｅ △ テキスト 
Ｂ／Ｌ発行の簡略化が求めれている昨今、日本のアタッチシートの概念を変更することが今後に向けての
重要な課題となる。輸入マニフェストの迅速性を求める上でも、この流れはグローバルで止めることはで
きない。また、セキュリティの観点からＷｏｒｄやＥｘｃｅｌの添付もウィルスを含む危険性が考慮され
る。添付の際はテキストファイルの添付のみを可能とすることを希望する。 

Ｆ ○ テキスト テキストファイルでもらえればＢ／Ｌ作成業務の効率化となる。 

Ｇ ○ テキスト 
（Ｗｏｒｄ／Ｅｘｃeｌ） 

海貨業者からのアタッチシートの送付忘れが多く、アタッチシートの回収にかなりの時間を費やし、 
Ｂ／Ｌ作成が遅れてしまう。現行のＦＡＸやＰＤＦで送付されてくるアタッチシートはかなり不明瞭なも
のが多いので、電子ファイル添付が実現した場合には、Ｅｘｃｅｌシート、Ｗｏｒdでの送信を希望する。
できるのであれば、アタッチシート以外の必要書類も同時に添付できれば更に使い勝手が良くなる。 

Ｈ ○ ー 現状ＡＣＬ電文とアタッチシート（メール添付、ＦＡＸ）が別々で着信することから、業務が煩雑になっ
ている。 

Ｉ ○ ー ＭＳＡ、ＭＳＢ業務と同じようにＰＤＦファイルを使いその出力ができるか？ 
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